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受難節第 4 主日 説教 「身も心もすべて」要旨 
                           牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2024 年 3 月 10 日  

マタイによる福音書 22:34-40

 受難節第 4主日の朝を迎えました。主の
御苦しみを覚えつつ歩んだこの一週間、祈
りの中に様々な気づきが与えられたことと
思います。そして、その中で最も大きなも
のは、自分以外の他者との関わりにおける
様々な破れについてでありました。それ
は、神と共にあるだけでなく、人とも共に
あるのが私たちであるからです。ただ、他
者との関わりにおける破れと言いまして
も、それは、人と人との対立だけを指すわ
けではありません。今週は幼稚園の卒園式
がありますが、これまで普通に毎日会って
いた子どもたちと別れねばならないという
ことも、その一つであるのでしょう。それ
だけではありません。もっと深刻なものは
愛する家族との暮らしに大きな変化をもた
らす病と死です。それは、この病と死がそ
れまで過ごしてきたところとはまったく違
うところに私たちを連れて行くからです。
それも、こちらが望まない形で連れて行こ
うとする、しかも、それは、突然訪れ、人
と人とに決定的な形でダメージを与えるの
です。ですから、そこで私たちの心に浮か
ぶことは、愛し、愛される関係性のもろさ
と、それゆえの疑いです。しかし、そうで
あればこそ、私たちはまた思い出すので
す。それは、愛することの、愛されること
の、この愛ある関係性の貴さとその豊かさ
を。 
 そして、それを私たちに教えてくれてい
るのが聖書の御言葉でもありますが、そこ
で私たちは、実に様々な御言葉を思い起こ
します。その一つが、「愛の讃歌」と言わ
れているコリントの信徒への手紙一 12:31
以下の御言葉です。それは、破れを感じざ
るを得ないその時、私たちは自分の気持ち
に溺れ、それゆえ、沈み込み、また自分の
心に深く閉じこもってしまう者でもあるか
らです。しかし、その一方で、このままで
は終われない、いや終わってはならない
と、その時、私たちはまたそう思うので
す。それは、愛の貴さと豊かさを深く心に
留めているからです。「愛の讃歌」の最後
のところに「それゆえ、信仰と、希望と、
愛、この三つは、いつまでも残る。その中

で最も大いなるものは、愛である」とある
ように、｢最も大いなるものが、愛である｣
ことを知っているからです。そして、それ
は、破れに直面する私たちが、祈りの中
に、御言葉が語る愛をこれまで経験してき
たからです。従って、主の御苦しみを覚え
つつ歩むこの時、私たちがイエス様の愛
を、この御言葉の語る愛の貴さと豊かさを
思い出さずにはいられないのは、私たちが
主の愛を実際に経験してきたからです。 
 ですから、この日、このマタイによる福
音書 22:34 以下の御言葉が与えられている
のは偶然のことではありません。すべては
神様の御心ゆえのことでもあるのです。そ
して、その御心とはつまり、神様が私たち
と共にあるということです。それゆえ、私
たちが十字架へと向かうイエス様とを共に
あるのは間違いありません。では、その私
たちに向かって、神様はこの日の御言葉に
よって何を語り聞かせようとしているの
か。それは、常に様々な破れの中を生きる
しかない私たちの大切にすべきもの、それ
が神様への愛と隣人への愛であるというこ
とです。イエス様が「心を尽くし、精神を
尽くし、思いを尽くして」と神様への徹底
した愛を語り、また、｢自分のように｣と隣
人への誠実な愛を語るのは、この愛こそ
が、人が人として歩む上でのすべての土台
であるからです。破れに直面する私たち
が、御言葉が語る愛を思い出さずにはいら
れないのはそのためです。それゆえ、イエ
ス様もまた、この愛をただ思い出せ、ただ
考えよなどと、通り一遍の形でこの言葉を
終わらせようとはなさいません。「最も重
要な掟」としてこの愛を語るように、神様
への愛と隣人への愛を具体的な形で現すよ
う私たちに求めるのです。それは、この愛
を極限まで突き詰め、この愛に徹たのが、
私たちと共にあるイエス･キリストという
お方であるからです。 
 従って、イエス様の生きたこの愛を貫く
ことが私たち人間にとっての生きるという
ことであり、生きているということでもあ
るのです。それゆえ、イエス様の十字架
は、この世における愛の実践がいかなるも
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のであるかを、そのすべてを私たちに明ら
かにしてくれています。なぜなら、御言葉
の求める神様への愛と隣人への愛は、十字
架に向かう、この神様の独り子の姿を通し
て、一つの形として示されているからで
す。そして、そのイエス様が十字架につか
れるその直前、そのイエス様が弟子たちに
向かって仰ったことは「互いに愛し合いな
さい。これが私の命令である」ということ
でした。つまり、愛とは、一方的なもので
はないということです。互いにと言われた
ように、双方向のものでなければならない
のです。それゆえ、このことは、御言葉が
神様の造られたこの世界に向かって語られ
ていることを考えれば、あらゆるところ
で、あらゆる時に、つまり、神様の造られ
たこの世界においてはそのすべてにおいて
適用されるべきものだということです。 
 ただ、イエス様の十字架だけを見ていく
ときにはどうでしょう。そこには、確かに
イエス様の徹底した神様への愛、私たちの
罪を贖おうとする隣人への愛が、つまり、
私たちなりの言い方をすれば、その強い確
かな信仰というものを見ることができま
す。けれども、そこに双方向の愛の姿を見
ることができるのでしょうか。十字架は陰
惨で、私たちの心に暗い影を落とすもので
す。だから、十字架なんだと言ってしまえ
ばそれまでのことでもありますが、けれど
も、私たちは間違いなく、この陰惨なもの
のの中にイエス様の十字架の確かさを見て
いるのです。それは、イエス様の父なる神
様が、十字架の後にはっきりと、神様の愛
の確かさをお示しになったからです。それ
がイエス様の甦りであり、復活です。従っ
て、十字架と復活の出来事は、御言葉の語
る愛と同一地平線上のものだということで
す。なぜなら、私たちの罪を背負い、人の
子として神様への愛と隣人への愛に徹し生
きたイエス様のことを、神様は陰府より引
き上げ、罪多き人に、また罪あるこの世
に、神様の愛が双方向のものであることを
明らかにされたからです。 
 そして、それがイエス様の十字架と復活
の出来事でもありますが、従って、御言葉
の語る愛が、通り一遍の、それこそ言葉の
上だけで終わらないのはそのためです。つ
まり、私たちがどれほど見る目がなかった
としても、神様の御心はそれでそのまま終

わるものではない、神様とイエス様の愛に
生きる私たちにとって、愛が具体的なもの
であると言えるのは、そのままで終わらな
いものであることを私たちが知っているか
らです。愛が私たちの生きる現実そのもの
だと言えるのはそのためでもありますが、
ところが、エルサレム入城の直前のことで
す。そこでイエス様の仰ったことは「今、
わたしたちはエルサレムへ上って行く。人
の子は、祭司長たちや律法学者たちに引き
渡される。彼らは死刑を宣告して、異邦人
に引き渡す。人の子を侮辱し、鞭打ち、十
字架につけるためである。そして、人の子
は三日目に復活する。」ということでし
た。このことはつまり、私たちに向けられ
た神様の愛とイエス様の愛とを、事前に情
報として掴んでいたのが私たちであったと
いうことです。従って、この事実ゆえにま
た、十字架と復活の出来事はもう一つの別
の意味を持つことになったのです。 
 先ほども申し上げたように、愛とは双方
向のものであって、一方的なものではあり
ません。ところが、十字架と復活の出来事
が示す愛は、神様とイエス様にとっては双
方向のものであっても、私たちと神様とい
う視点に立つなら、それは、一方向のもの
でしかなかったのです。なぜなら、イエス
様からの愛を日々受け、共に過ごした弟子
たちも、また、イエス様の愛を遍く与えら
れた世の多くの人たちも、十字架はただ見
つめるだけのものであり、その後のことに
思いを馳せることなど到底できることでは
なかったからです。このことはつまり、イ
エス様の真意、神様の御心を情報としては
知りつつも、イエス様のその愛に応える
者、応えうる者は誰一人としていなかった
ということです。ただ、このことはまた、
別の意味で、十字架を見つめる人たちが神
様とイエス様の愛に応えたとも言えるので
しょう。それは、十字架が御心であり、こ
の神様の御心に従うなら、避けるべきもの
ではなかったからです。しかし、イエス様
に愛され日々歩んだ人々は、そのように考
えることはありませんでした。愛に応え得
なかったと、それぞれが自責の念に駆られ
ながら、復活までの時間を空しく過ごすし
かなかった、それが、主が愛した、また、
主を愛した人々の姿であったのです。 
 そして、恐らくは、いや、間違いなく、



 

3 

私たちは、それらの人々の姿の中に自分自
身の姿を見つけることができるのです。自
分は違う、自分はそうではないと言えばい
うほど、イエス様のことを拒んだあのペト
ロと自分自身とが重なって見えてくるので
す。それゆえ、十字架と復活という神の国
の奥義を知った私たちは、イエス様と、そ
の独り子を十字架に懸けた神様の御心を思
うなら、神様とイエス様の愛が一方向のも
のとならないように気をつけ、神様と隣人
を愛すべく日々過ごさねばならないので
す。特に、主の御苦しみを思い起こしつつ
この時を過ごす私たちの考えることはそれ
に尽きるようにも思うのです。しかし、そ
のことを心に留めつつこの一週間を過ご
し、今、神様の御前に置かれた私たちの思
うことは、冒頭で申し上げたように、他者
との関係性の破れであり、破れたことへの
様々な理由付けであるのでしょう。つま
り、人を責め、自分を責め、挙げ句の果て
には神様とイエス様を責めずにいられな
い、それは、愛が双方向のものではなく、
一方向のものだと思っているからです。し
かし、私たちはそうであったとしても、十
字架と復活の出来事が示すように、神様は
そうは考えません。私たちのように急ぎ答
えを求めることはないからです。けれど
も、私たちはそうではない、弟子たちがそ
の間もあれこれ考え、考えるだけでなく、
身の安全を確保すべく、十字架から逃れ、
その安心安全を求めたように、それがイエ
ス様を愛し得ない、その愛に応え得ない者
の姿なのです。ですから、私たちがその中
の一人であることを考えるなら、イエス様
の仰る｢最も重要な戒め｣を私たちが深く心
に刻み、イエス様と同じように愛に徹する
生き方をするということはなおのこと重要
な意味を持っているように思うのです。そ
れは、この掟を守ることで私たちは間違い
なく変えられていくことになるからです。
つまり、イエス様を愛し得ない、その愛に
応え得ない私たちが神様との双方向の愛に
生きるものとされるからです。 
 しかし、そこでまたよく考えたいので
す。この最も重要な掟と言われていること
を、完全な形でやり遂げた者を私たちは何
人知っているのでしょうか。掟と言われて
いる以上、やろうとした者はそれこそ数え
上げられないくらいいます。しかし、それ

を実際にやり遂げた者は何人いるというの
でしょうか。それは、私たちの多くは実際
に愛に徹することができないからです。自
分の手を離れる子どもたちの姿を、あるい
は、神様の御許に召される人々の後ろ姿
を、すべてが御心であると思いつつも、そ
のすべてを喜ぶことのできない、私たちの
思う愛というものの中には、そのような身
勝手でエゴイスティックな一面を兼ね備え
ているのです。まただから、御言葉は愛と
いうものを、エロース、フィリア、アガペ
ーと、三つに分けて考えるのです。そし
て、イエス様がここで掟として求める愛
は、その中のアガペーに分類されるもので
もありますが、ただ、愛というものが抽象
的な一つのものの考え方ではなく、行動を
伴う具体的なものであることを考えれば、
これとこれがアガペー、これとこれはフィ
リア、そして、これとこれがエロースと分
けることは、はたして実際的なものとなり
えるのでしょうか。それが実際的なものと
なるには、はっきり分けてもらわなけれ
ば、なかなか分かるものではありません。
また、仮に分けることができたとしても、
近い関係性においては、どこまで実効性を
持つのだろうかとも思うのです。ですか
ら、ファリサイ派の人々がイエス様に向か
って「先生、律法の中で、どの掟が最も重
要でしょうか」と尋ねているのは、分から
ない話ではありません。 
 彼らがイエス様にこう尋ねているのは、
彼らも本当に困っていたからです。それ
は、彼らが御言葉によって神様と近い関係
性にあろうと努めていたからです。そし
て、その彼らにとって、神様との近さと
は、生真面目に、徹底的に御言葉に生きる
ことでもありました。そんな彼らに向かっ
て、イエス様は神様の求めるところを要約
する形で、「最も重要な掟はこれだ」と語
ったわけですが、それは、神様との近さと
いうものがどちらか一方に偏るものではな
いからです。なぜなら、神様に近いという
ことは人とも近く、人と近いということは
神様にも近いということだからです。です
から、イエス様がここで仰るアガペーと
は、このようにその双方向のものでもある
のです。ただ、罪というものが神様から離
れた状態を意味することを考えると、罪あ
る私たちが神様と人との近さをどのように
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現せばいいののでしょうか。そもそものと
ころで罪人である私たちは、神様と、そし
て、イエス様とも敵対しているとも言える
わけですから、イエス様がここで仰る掟に
従ったとして、どこまで結果はついてくる
ものなのでしょうか。つまり、最も重要な
掟と言われていることは、大半の人々にと
っては重要だということは分かっていも、
そもそものところで、それを完全に行える
者はイエス･キリストというお方をおいて
他には一人もいないということです。です
から、それでは、分かっただけでそれで終
わりということもになりましょう。また、
ならば掟なんて意味がないじゃないか、と
いうことにもなるのでしょう。では、イエ
ス様はそんな身も蓋もないないことを一番
重要な掟として語っているのでしょうか。 
 私たちの中でも、時折、掟なんて、規則
なんて、戒律なんてという声が聞こえてく
ることがありますが、それは分からない話
ではありません。しかし、私たちの、掟と
いう言葉に対する抵抗感には、少し誤解が
あるようにも思うのです。それは、戒め、
掟と言われていることは、私たちを窮屈で
偏狭なところに意図的に恣意的に閉じ込る
ためのものではないからです。むしろ、そ
の反対です。神様の御心という広いところ
に私たちを置くためのものであり、それが
掟として語られていることの中身なので
す。まただから、イエス様は別のところ
で、「私が父の掟を守り、その愛に留まっ
ているように、あなたがたも、私の掟を守
るなら、私の愛に留まっていることにな
る」とこう仰るのです。つまり、掟とはそ
の言葉を一字一句違わず守ることがその目
的なのではなく、その守るべき理由は、私
たちがイエス様の愛に留まるためなので
す。イエス様のいますところに私たちもい
る、それゆえ、神様とも近く、また共にあ
る人々とも近いということなのです。なぜ
なら、神様と人とを近いものとして繋いで
くださっているのが私たちのイエス様であ
り、そのイエス様と私たちはこうして共に
いるからです。そして、このイエス様のい
ますところに置かれているものが神様の愛
であり、ですから、イエス様が掟と仰って
いることは、校則のような誰が決めたのか
も分からないような、そんないい加減なも
のではありません。掟とは、神様が共にい

ますリアリティーそのものを表す言葉であ
り、その愛を現に受け、分かち合う関係性
に私たちは生きているということなので
す。 
 ですから、私たちの心すべきことはそれ
をするかしないか、それができるかできな
いかではありません。神様が共にいますリ
アリティーの中を私たちが生きている、そ
こに留まっている、ここに自分自身を立た
しめることなのです。つまり、掟を守ると
いうことは、この事実にその身を、その心
をしっかり刻みつけるということなので
す。なぜなら、イエス様の十字架と復活の
出来事とは、神の愛のただ中に、罪ある私
たちを招き、実際に置く出来事であるから
です。十字架と復活の出来事が神様の赦し
であり、救いであると言われているのはそ
れゆえのことであり、ですから、その罪ゆ
えに破れを感じたとしても、そのこと自体
に恐れる必要はありません。罪を深く自覚
し、悔い改めて、共にいますイエス様の導
かれる方向に向かって歩むなら、必ず道は
開かれることになるからです。ただ、場合
によっては、それが茨の道と感じさせられ
ることもあるのでしょう。けれども、その
私たちとイエス様が共にいまし、御心にふ
さわしく導いてくださっているのです。そ
れは、私たちが何かをしたからしないから
ということではなしに、主が共にあるとこ
ろに私たちが生きているからです。 
 ですから、私たちが神様を愛し、同時に
隣人を愛するということは、自分が何者で
あり、どういう場所にあるかを神様のリア
リティーの中で知らされ、また知ることな
のです。それゆえ、愛し、愛されるという
関係性は、互いにしがみつき合い、また縛
り付け合うものではありません。大きな信
頼関係の中に置かれることであり、それを
深く心に留めることなのです。ですから、
そのことをもう一度心に深く留めて、それ
ぞれの置かれたところで安心して主の愛を
現し、また生きる私たちでありたいと思い
ます。祈りましょう。 

 
 
 


